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国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

八
月
五
日
、
品
川
区
大
井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
三
八
回
国
労
東
京
委
員
長
杯
争
奪

軟
式
野
球
大
会
第
一
日
目
（
一
回
戦
・
二
回
戦
）

を
開
催
し
た
。

　

一
〇
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
稲
荷
副
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
、
前
回
優
勝
の
八
王
子
Ａ
チ
ー
ム

か
ら
の
優
勝
旗
・
優
勝
杯
の
返
還
、
坂
本
審
判
長

か
ら
プ
レ
ー
上
の
諸
注
意
を
う
け
、
大
井
工
場
支

部
チ
ー
ム
に
よ
る
選
手
宣
誓
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
第
一
試
合
を
前
に
稲
荷
副
委
員
長
の
始

球
式
が
行
わ
れ
、
一
日
目
の
試
合
に
は
い
っ
た
。

　

今
年
は
猛
暑
で
、
こ
の
日
も
例
年
に
な
い
暑
さ

で
あ
っ
た
が
、
時
々
い
い
風
が
吹
き
な
ん
と
か
し

１回戦
２回戦

国
労
東
京
野
球
大
会

　

青
天
の
下
快
音
響
く

　

八
月
二
一
日
東
京
湾
に
お
い
て
第
十
回
国
労
東

京
海
釣
り
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　

朝
七
時
に
川
崎
の
「
つ
り
幸
」
に
集
合
。
釣
り

船
一
隻
を
貸
し
切
り
、
東
京
湾
へ
向
か
っ
た
。
約

四
〇
分
船
を
走
ら
せ
、
横
浜
の
沖
合
や
木
更
津
の

沖
合
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
変
え
な
が
ら
、
つ
り
糸
を

下
ろ
し
、
次
々
に
お
目
当
て
の
ア
ジ
が
、
時
折
サ

バ
も
混
じ
っ
て
釣
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

今
年
は
猛
暑
と
あ
っ
て
、
他
の
つ
り
船
も
少
な

く
、
風
も
な
く
波
が
ほ
と
ん
ど
無
い
の
も
助
か
っ

の
ぎ
な
が
ら
、
暑
さ
に
負
け
な
い
熱
戦
を
く
り
ひ

ろ
げ
た
。

　

特
に
八
王
子
Ａ
チ
ー
ム
対
新
橋
Ａ
チ
ー
ム
の
試

合
で
は
新
橋
Ａ
に
三
点
先
行
さ
れ
な
が
ら
、
最
終

回
に
追
い
つ
き
引
き
分
け
た
の
ち
、
特
別
ル
ー
ル

で
無
死
満
塁
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
試
合
が
行
わ
れ
、

八
王
子
Ａ
が
逆
転
勝
ち
し
た
。

　

次
回
は
九
月
十
六
日
に
同
じ
大
井
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
、
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
対
大
宮
Ｂ
チ
ー

ム
、
八
王
子
Ａ
チ
ー
ム
対
新
橋
Ｂ
チ
ー
ム
の
組
み

合
わ
せ
で
準
決
勝
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
決
勝
戦
と

三
位
決
定
戦
が
行
わ
れ
る
。
優
勝
旗
を
目
指
し
た

さ
ら
に
熱
い
戦
い
を
期
待
す
る
。

た
が
、
大
変
な
暑
さ
で
体
に
は
こ
た
え
た
。
一
四

時
四
五
分
頃
、
次
々
と
釣
れ
て
い
る
時
間
で
、
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
は
あ
っ
た
が
、
川
崎
へ

引
き
上
げ
大
会
を
終
了
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
釣
っ
た

中
か
ら
大
き
い
ア
ジ
三
匹
を
計
量
し
順
位
を
決
定

し
た
。
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第３８回国労東京委員長杯争奪軟式野球大会

⑦
自
動
車
支
部

⑧
八
王
子
Ｂ

(

八
王
子
地
区
協
Ｂ
）

⑤
大
宮
Ａ

（
宇
都
宮
支
部
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⑥
上
野
支
部
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施
設
連
合
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Ｃ-1

＜１回戦・２回戦結果＞

Ｃ-3

Ｃ-2

第
一
日
目

第
二
日
目

Ｅ-3

①
大
宮
Ｂ

（
電
気
連
合
）

②
新
幹
線
地
方
本
部

③
神
奈
川
Ｂ

（
東
神
奈
川
電
車
・
車
掌
）

④
神
奈
川
Ａ

（
中
原
電
車
区
）

三
位
決
定
戦

⑬
大
井
工
場
支
部

⑨
新
橋
支
部
Ｂ

（
新
宿
駅
）

⑩
中
央
支
部

⑪
新
橋
支
部
Ａ

（
品
川
・
電
気
連
合
）

⑫
八
王
子
Ａ

（
八
王
子
地
区
協
Ａ
）
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国労東京　第 61 回
　　　　　定期地方大会
日時：9 月 25 日（土）
　　　9 時開場　9 時半開会
場所：発明会館（港区虎ノ門）

杉
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武
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奈
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飯
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芳
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酒
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英
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小
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正
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神
奈
川
Ｂ

猿
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洋
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神
奈
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Ｂ

緑
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浩　
　

八
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Ａ

佐
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正
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八
王
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Ｂ

吉
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秋
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Ｂ

渡
部　

和
男　

八
王
子
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宮
下　

好
輝　

新
幹
線

１０/４（月）加須吉沼

堀部さん岩瀬さん寺内さん

優　

勝　

岩
瀬
さ
ん
（
共
闘
）

準
優
勝　

堀
部
さ
ん
（
共
闘
）

　

〃　
　

寺
内
さ
ん
（
東
京
闘
争
団
）
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八
王
子
地
区
本
部
は
七
月
二
四
日
に
立
川
の
三

労
会
館
に
お
い
て
「
組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
」

を
開
催
し
た
。

　

小
山
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
東
京
地

本
宮
﨑
組
織
部
長
か
ら
「
地
本
内
の
組
織
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
」
の
報
告
、
横
森
書
記
長
か
ら

地
区
本
部
か
ら
の
提
起
が
さ
れ
た
。

　

昼
食
休
憩
を
挟
み
各
分
会
か
ら
の
報
告
が
あ

り
、「
若
い
人
を
受
け
入
れ
る
組
織
作
り
が
必
要
」

「
若
手
と
の
接
点
を
持
ち
続
け
る
た
め
に
、
会
社

の
サ
ー
ク
ル
に
も
入
っ
て
い
る
」「
労
働
条
件
改

善
の
取
り
組
み

を
見
せ
て
ゆ

く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め

に
も
知
識
が
必

要
」「
若
い
人

と
話
す
と
き
、

若
い
人
の
気
持

ち
に
な
り
教
え

て
も
ら
い
、
話

題
に
入
っ
て
ゆ

く
」「
組
合
員

が
出
改
札
に
お

ら
ず
若
手
と
接

点
が
作
り
に
く

い
が
、
転
勤
し

た
仲
間
が
き
っ

か
け
を
作
っ
て

く
れ
た
」
な
ど

様
々
な
報
告
が

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
昨

年
八
王
子
地
区

本
部
内
で
国
労

に
加
入
し
た
二

人
の
仲
間
か
ら

「
国
労
の
人
は

一
生
懸
命
仕
事

を
す
る
。
若
手

の
め
ん
ど
う
を

み
る
の
も
国
労

だ
」「
入
社
時
東
労
組
か
ら
自
宅
に
電
話
が
あ
っ

た
。
い
つ
か
抜
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
」
な
ど
加

入
し
た
時
の
思
い
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

最
後
に
横
森
書
記
長
か
ら
「
東
労
組
へ
の
不
満

を
つ
か
ん
で
い
こ
う
。
小
集
団
な
ど
も
職
場
の
状

況
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
組
織
拡
大
は
本
当
に

大
変
だ
が
、
逃
げ
な
い
で
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
ま
と
め
が
あ
り
、
最
後
に
井
上
副
委
員
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
と
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
拡
大
へ

の
決
意
を
か
た
め
あ
っ
た
。

JR東労組から

さっそく成果
   国労加入

武蔵小金井駅
   連合分会

２１才８
２３付

地区本部
八王子

新
橋
支
部
・
浜
松
町
駅
分
会

　

昨
年
一
二
月
一
六
日
浜
松
町
駅
は
、
開
業

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

浜
松
町
駅
は
、
現
在
契
約
社
員
を
含
め
五
二

名
で
す
。
一
昨
年
か
ら
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
が
駅
配

下
と
な
り
、
契
約
社
員
も
一
四
名
を
数
え
ま

す
。
国
労
組
合
員
は
五
名
で

す
。
平
均
年
齢
は
、
五
〇
歳
を

超
え
て
い
ま
す
。
担
務
は
、
内

勤
、
企
画
、
出
札
、
び
ゅ
う
プ

ラ
ザ
、
改
札
と
あ
り
、
企
画
、

び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
以
外
は
国
労
組

合
員
が
い
ま
す
。
全
体
の
一
割

弱
の
組
織
率
で
す
が
、
び
ゅ

う
プ
ラ
ザ
の
駅
配
下
に
伴
い
、

五
〇
名
を
超
え
た
時
点
で
駅
側

に
口
頭
で
、
安
全
衛
生
委
員
会

の
開
催
を
求
め
ま
し
た
。
結

果
、
国
労
か
ら
も
委
員
を
選
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
レ
ク

も
同
時
に
持
ち
か
け
、
毎
年
七

月
の
二
日
間
に
わ
た
り
暑
気
払

　

恒
例
の
鉄
道
関
連
労
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会

が
、
七
月
三
一
日
一
一
時
よ
り
葛
西
臨
海
公
園

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

猛
暑
の
中
、
鉄
関
労
に
結
集
す
る
組
合
と
そ
の

家
族
五
〇
人
が
集
い
、
熱
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
冷

た
い
ビ
ー
ル
で
交
流
し
あ
っ
た
。 2 1

連載企画
分会紹介

浜
松
町
駅

分会

い
も
兼
ね
、
お
台
場
で
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を
行
っ

て
き
て
い
ま
す
。
車
掌
区
や
転
勤
に
な
っ
た
仲

間
に
も
声
を
か
け
、
駅
の
定
例
行
事
と
し
て
定

着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

分
会
活
動
と
し
て
は
、
旗
開
き
を
兼
ね
た
分

会
大
会
、
春
闘
時
期
の
三
月
に
要
求
書
を
も
と
に

駅
側
と
話
し
合
い
を
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
分
会
情
報
も
定
例
と
は
い
か
な
い
も
の
の
、
四

年
間
で
九
六
号
の
発
行
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
五

名
な
が
ら
も
Ｏ
Ｂ
や
転
勤
と
な
っ
た
仲
間
も
交
え

春
の
桃
、
桜
の
花
見
、
秋
の
分
会
旅
行
で
は
、
地

善
・
働
き
や
す
い
職
場
に
直
結
す
る
も
の
で
す
。

即
、
国
労
加
入
と
は
簡
単
に
い
か
な
い
も
の
の
、

引
き
続
き
国
労
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
誇
り
を
持

ち
、
運
動
を
展
開
し
て
い
く
決
意
で
す
。

                                  

（
鈴
木
英
二
分
会
長
）

域
間
で
地
元
に
帰
っ
た

仲
間
に
も
今
ま
で
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

同
時
に
仕
事
・
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
他
労
組
に
も

積
極
的
に
声
掛
け
し
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
、
ス

キ
ー
と
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
車
掌
区

へ
転
勤
に
な
っ
た
仲
間

も
参
加
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

国
労
組
織
の
拡
大

は
、
労
働
条
件
の
改

鉄
関
労
で

 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
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